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2006年12月13日

報道関係者各位
液晶ポリマー ベクトラ®重合能力増強工事の着工について

ポリプラスチックス株式会社


弊社ではこのほど、富士工場において2008年4月稼動開始を目標に、スーパーエンジニアリングプラスチックの液晶ポリマー（LCP)「ベクトラ」のポリマー重合能力の増強工事に着手します。
本増強実施により富士工場のベクトラ LCP重合能力は、現時点の5,200ﾄﾝ/年から、8,200ﾄﾝ/年に増強されます。
LCPは、高耐熱スーパーエンジニアリングプラスチックとして、パーソナルコンピューターや携帯電話等情報通信機器に使用される電子部品を中心に幅広い産業分野で活用され、その市場は高い成長率で拡大を続けています。特に電子部品の超小型化や、環境に配慮した鉛フリーハンダ使用の表面実装化に適合できる欠くべからざる先端素材として、その地位を確固としたものにしてきました。弊社のベクトラLCP販売量は2003年から2005年の3年連続で年率20%を超える成長を続けてきており、2006年も約25%の成長が見込まれるなど急成長を継続しています。また2006年には世界のLCP市場規模はコンパウンドベースで約30,000ﾄﾝに達すると推定されますが、そのうち3/4がアジア地域に集中しており、アジア地域でのLCP需要は今後も高い成長が継続すると予想されていることから既存生産能力だけでは対応できなくなってきたため、能力増強により近年の需要拡大に対応することになりました。
ベクトラは、特長ある低反りシリーズの成長も寄与してLCPの最大用途であるコネクター市場向けの販売が特に好調であり、さらに成形性の優れた新しいタイプの高耐熱Ⅰ型LCPが市場で好評を得てハイエンドのコネクター等へ採用が拡大しています。さらにはLCPの新規市場であるフィルム・繊維等押出用途への材料・市場開発が進展してベクトラの需要が拡大しつつあり、新規分野の成長も期待されます。
弊社ではLCP事業のさらなる成長戦略のもと、従来同様に市場ニーズにマッチした新規製品開発・市場投入を継続すると共に、今回の能力増強の実施によって成長が継続するアジア地域のLCP市場へのベクトラLCPの安定供給を確保していく所存です。さらには、数年内の10,000ﾄﾝ超への次期能力増強計画も視野に入れた積極的事業展開を行ない、LCPのトップメーカーとしての立場を維持・強化し、高性能・高品質・安定供給をもってお客様の信頼に引き続き応えていけるよう努める所存です。

記

A. 場所：弊社富士工場（静岡県富士市）
B. 内容：液晶ポリマー（LCP）ポリマー生産能力増強　3,000トン／年

1 現有ポリマー生産能力　5,200トン／年、合計8,200トン／年

2 着工：2007年5月、完工予定　2008年3月

以上
【液晶ポリマー　ベクトラ®】

弊社のベクトラ LCPは、1986年に米セラニーズ社(現Ticona社)より輸入販売を開始、さらにコンパウンドの国産化により、アジア地域に於けるパイオニアとしてLCP市場の開拓・拡大に尽力してまいりました。1996年には富士工場にポリマー重合プラントを建設しポリマーの国産化を実現、2001年には富士工場の重合能力増強を実施し、現在の5,200ﾄﾝ/年のポリマー製造能力を有するに至っています。

この間ベクトラLCPは、機械物性に優れる「ベクトラAシリーズ」、耐熱性および流動性に優れる「ベクトラEiシリーズ」、さらに耐熱を高めた「ベクトラTシリーズ」、最高レベルの耐熱性と良成形性を両立した「ベクトラSシリーズ」など、用途や使用条件に応じた製品ラインアップを拡充し、LCPのトップメーカーとして電機・電子部品をはじめとする幅広い市場で多くのユーザーのご支持をいただいてきました。

【会社概要】
ポリプラスチックス株式会社　（英文社名：Polyplastics　Co.,　Ltd.）
＜設立＞

1964年５月


＜資本金＞

30億円


＜株主＞

ダイセル化学工業株式会社（出資比５５％）、Ticona社（出資比４５％）

＜代表者＞

代表取締役社長　神村　安正（こうむら　やすまさ）

＜事業内容＞
各種ポリマー及びプラスチックス等の製造販売

＜取扱製品＞
ポリアセタール樹脂「ジュラコン®」、PBT樹脂「ジュラネックス®」、液晶ポリマー「ベクトラ®」、PPS樹脂「フォートロン®」、GF-PET樹脂「FR-PET®」、環状オレフィンコポリマー「TOPAS®」
＜工場＞

富士工場（静岡県富士市）、大発工場（台湾高雄県）、クアンタン工場（マレーシア　パハン州）、南通工場（中国　江蘇省）
＜研究所＞

研究開発センター、テクニカルソリューションセンター（静岡県富士市）

＜販売拠点＞
名古屋、大阪、台北（台湾）、香港、上海、広州、重慶（以上中国）、バンコク（タイ）、クアラルンプール（マレーシア）、シンガポール、ムンバイ（インド）
＜売上高＞

約８７６億円（２００５年1月から１２月）
【当件に関するお問い合わせ】
· ポリプラスチックス株式会社  

東京都港区港南二丁目18-1 JR品川イーストビル
URL：http://www.polyplastics.com


　総務部広報担当　　伊庭野

Tel: 03-6711-8600   Fax: 03-6711-8606
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